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令和４年度の建設工事に係る入札・契約制度の
見直しについて

岡山県土木部

　岡山県の建設工事に係る入札・契約制度について、次のとおり見直しを行い、令和４年度から実

施しますので、お知らせします。

　建設業の担い手の育成及び確保には、建設労働者が社会保険等に加入するための原資となる法定

福利費が、発注者から元請企業、元請企業から下請企業へ適正に支払われるようにすることが重要

であり、元請企業が工事ごとの法定福利費の額を認識し、下請契約ごとに法定福利費を適切に確保

していく必要があるため、国からの要請に基づき、令和４年６月１日以降に請負契約を締結する県

発注工事について、契約の締結後、受注者は法定福利費を明示した請負代金内訳書を発注者に提出

するとともに、発注者は法定福利費が適切に計上されていることを確認することとします。（岡山

県小規模工事取扱要領に定める小規模工事は対象外です。）

　詳しくは別添のチラシを御覧ください。

　※「法定福利費」とは、健康保険料、厚生年金保険料及び雇用保険料それぞれの事業主負担分を

いいます。

　岡山県土木工事共通仕様書等に定める工事関係書類及び業務委託関係書類について、受注者の事

務処理の負担軽減を図るため、契約書など一部の書類を除き、押印を省略できることとします。

（次ページに続きます）

Ⅰ 請負代金内訳書における法定福利費の明示（令和４年６月から）

Ⅱ 工事関係書類等における押印の省略（令和４年４月から）
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　新型コロナウイルス感染症の影響により、ＣＰＤＳ対象講習や建築ＣＰＤ対象講習が減少してい

ることから、令和３年度の特例として継続学習に関する評価の対象期間を延長していますが、令和

４年度に入札公告する総合評価に限り、令和元年度から令和３年度までの３年間とします。なお、

令和５年度以降は、今後の講習の開催状況等により、特例の変更や解除を検討します。

　入札における設計図書等への質問について、現在、ＦＡＸでのみ受け付けていますが、令和４年

６月１日以降に入札公告又は指名通知を行う工事等から、ＦＡＸでの受付に加え、電子入札システ

ムによる質問も可能とします。

　受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、平成29年度から一部の工事で、余裕期間（契約

締結後、現場着手をせず、技術者の配置を要しない期間）の設定を試行していますが、受注者がよ

り柔軟に工事施工体制を確保することができるよう、余裕期間の長さを「工期の30％以内、かつ、

60日以内」から「90日以内」に拡大します。

岡山県技術管理課ホームページへのアクセス方法
　県のホームページ（http://www.pref.okayama.jp）から → 画面右上の［組織で探す］をクリック 

　→［土木部］をクリック →［技術管理課］をクリック

Ⅲ 総合評価落札方式における新型コロナウイルスに関する特例（令和４年４月から）

Ⅳ 入札における質問方法の電子化（令和４年６月から）

Ⅴ 余裕期間設定工事における余裕期間の見直し（令和４年４月から）

【令和４年度の総合評価における継続学習に関する評価の対象期間】

取得した単位が20ユニット（12単位）以上
取得した単位が10ユニット（６単位）以上
上記のいずれにも該当しない。

1.0
0.5
0.0

平成31年４月１日から
令和４年３月31日まで

配　点評価対象期間 評価基準

【問合せ先】
　土木部技術管理課技術指導班
　　TEL 086－226－7483
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https://www.mlit.go.jp/tochi_fudousan_kensetsugyo/const/ccus_roumuhi.html

https://www.mlit.go.jp/totikensangyo/const/totikensangyo_const_tk2_000080.html
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（令和４年３月１５日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①社会保険料率（令和４年３月１５日時点）              ③請負代金内訳書の記載例 
種類 保険料率 

健康保険 10.25％×1/2(事業主負担分) 5.125％ 

介護保険 
1.64％×1/2(事業主負担分) 

×0.553(40～64歳の被保険者割合) 
0.453％ 

厚生年金保険 18.3％×1/2(事業主負担分) 9.15 ％ 

子ども・子育て拠出金 (全額事業主負担) 0.36 ％ 

雇用保険 （建設の事業・事業主負担分） 0.80 ％ 

合  計 15.888％ 

※保険料率は毎年改定されますので最新のものを確認してください。 

保険料率の参照元 

健康保険、介護保険 協会けんぽ 

厚生年金保険、子ども・子育て拠出金 日本年金機構 

雇用保険  厚生労働省 

②労務費率(厚生労働省・平成３０年４月１日施行)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の種類 労務費率 

水力発電施設、ずい道等新設事業 19% 

道路新設事業 19% 

舗装工事業 17% 

鉄道又は軌道新設事業 24% 

建築事業（既設建築物設備工事業を除く。） 23% 

既設建築物設備工事業 23% 

機械装置の組立て又は据付けの事業 
 

  組立て又は取付けに関するもの 38% 

  その他のもの 21% 

その他の建設事業 24% 

工事の契約担当（契約書の提出先）に、契約締結後 １４ 日以内に提出してください。 

 ・本庁発注の場合…担当課（建築営繕課、財産活用課 など） 

 ・県民局、地域事務所発注の場合…県民局総務課・地域総務課 

契約担当は、受注者が提出した請負代金内訳書に記載された法定福利費の額と、発注者が想定する法定福利

費の額を比較し、これらの額に著しい乖離がないか確認を行います。 

請負代金内訳書の提出先は？ 

・請負代金内訳書（参考資料③参照）に、入札の際に提出した「工事費内訳書」の内容と法定福利費の額などを

記載し、提出してください。 

 ※営繕工事の場合は、従来から使用している請負代金内訳書に法定福利費を追記してください。 

 ◎記載上の注意点 

   ・請負代金内訳書に記載する法定福利費は、社会保険等の掛金のうち事業主負担分です。 

    （労働者個人が負担する社会保険等の掛金は記載の必要はありません。） 

    （法定福利費は、元請負担分と下請負担分がありますので、これらの合計額を記載してください。） 

   ・法定福利費は、社会保険等の種類ごとに分ける必要はなく、合計額を記載してください。 

請負代金内訳書の様式や法定福利費の記載方法は？ 

・工事の契約担当（県民局総務課・地域総務課など）  

・岡山県土木部技術管理課技術指導班  電話：086-226-7483 
 技術管理課ホームページ http://www.pref.okayama.jp/soshiki/60/ 

お問い合わせ先 

参考資料 

・法定福利費は、事業主負担分（元請負担分と

下請負担分の合計）を記載してください。 

・社会保険等の種類ごとに分ける必要はな

く、合計金額を記載してください。 

http://www.pref.okayama.jp/soshiki/60/
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岡山県下公共工事の動向〈３月分〉

西日本建設業保証㈱岡山支店
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（建退共だより）

建退共制度の対象外となる従業員について

独立行政法人勤労者退職金共済機構
　建 退 共 岡 山 県 支 部 
http://okayama-kentaikyo.jp/
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（法律相談コーナー）

第142回　従業員同士のケンカ
●相談内容●
　　業務時間中に従業員同士のケンカが発生し、一方がケガをしました。どのように対応すればよいのでしょうか。

　まずは事実調査です。そして、事実調査の結果をもとに、①従業員に対して

懲戒処分をするかどうかの検討、②ケガが労災に該当するかどうかの検討をす

ることになります。

事実調査
　何をするにも、まずは前提となる事実の調査が必要です。基本的には、ケンカ

の当事者双方からのヒアリングや目撃者からのヒアリングをもとにして、ケンカ

に至った経緯やケンカの態様を明らかにしていくことになります。

懲戒処分
　業務時間中のケンカであり、一方がケガをしたということですから、企業秩序

に違反する非違行為であることは明らかです。したがって、加害者に対する懲

戒処分を検討することになります。

　懲戒処分の種類は、加害者の攻撃の態様や被害者のケガの程度、ケンカに

至った経緯やその後の事情などを総合考慮して判断することになります。攻撃の

態様やケガの程度が重大である場合には、懲戒解雇も視野に入りますし（ケンカ

というよりもはや傷害事件です）、攻撃の態様やケガの程度が軽微で、被害者側

も処分を求めていないような場合には、懲戒処分をせずに厳重注意にとどめる

という判断もあり得ると思います。

　また、被害者が加害者を挑発していたとか、被害者も加害者に攻撃を仕掛け

ていたなど、被害者にも相応の問題があったような場合には、被害者に対して

も懲戒処分をするという判断もあり得るでしょう。

労災
　ケンカによるケガが労災に該当するかどうかは、業務の遂行中に業務に起因

してケンカが発生したと認められるかどうかによります。業務時間中のケンカで

あれば業務遂行性は明らかですから、問題となるのは業務起因性です。

　裁判例を調べてみると、ケンカの業務起因性を認めた裁判例もあれば、否定

した裁判例もあります。難しい判断ですが、加害者の完全に私的な怨恨によって

発生したケンカや被害者の自招行為によって発生したといわざるを得ないような

ケンカについては業務起因性が否定され、それ以外については業務起因性が認

められる傾向にあるようで、厚労省も同様の通達を出しています。

　労災に該当するにもかかわらず労基署への報告を怠っていた場合、いわゆる

労災隠しと判断される可能性もありますから、判断に迷うような場合には、労

基署に相談あるいは確認をしておく方がよい思います。

〇回　　答〇

弁護士　小林裕彦
（岡山弁護士会所属）

昭和59年一橋大学法学部卒業後労
働省（現厚生労働省）入省。平成元
年司法試験合格。平成４年弁護士
登録。会社顧問業務、企業法務、訴
訟関係業務、行政関係業務、破産
管財人、民事再生監督委員、地方自
治体包括外部監査業務などを主に
取り扱う。
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（建設業福祉共済団からのお知らせ）

URL:https://www.kyousaidan.or.jp/
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（建設業総合補償制度のご案内）
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（岡山県からのお知らせ）

ゴールデンウィークの交通事故防止についてゴールデンウィークの交通事故防止について

岡山県交通安全対策協議会

実施期間　　令和４年４月 29日（金）～５月８日（日）
　ゴールデンウィークには、車でのお出かけや旅行を計画されている方も多いのではないでしょうか。
交通事故が起こると、楽しい計画が悲しい思い出に変わってしまいます。次のことに注意して、安全運
転を心がけましょう。また、お出かけの際は新型コロナウイルスの感染拡大防止にも配慮しましょう。

１　ゆとりのある計画とゆとりのある運転を
　　行楽シーズンは、道路が大変混雑します。行き先までの交通状況を事前に十分調べて、無理のな
い、ゆとりのある計画を立てましょう。時間のゆとりは心のゆとりに、心のゆとりは安全運転につな
がります。

２　車と自分の健康チェック
　　車の故障やドライバーの病気が原因で、大きな事故につながることがあります。出かける前には、
車を点検するとともに、睡眠を十分にとり、健康状態にも注意しておきましょう。

３　シートベルト・チャイルドシートは必ず着用！
　　車に乗ったらシートベルトを着用し、６歳未満の子どもには必ずチャイルドシートを使用しましょ
う。高速道路だけでなく、一般道でも、全ての座席でシートベルトを着用しましょう。シートベルト
やチャイルドシートは、万一の事故の際の命綱です。

４　ゆずる・とまる・まもる　スピードは控えめに、合図の徹底、信号厳守！
　　スピードの出し過ぎや無理な追い越しは事故のもとです。ゆずり合いと思いやりの心をもち、交通
ルールとマナーを守って運転しましょう。
　　ウィンカーを出すタイミングは、進路変更は３秒前、交差点等右左折は30メートル手前です。合図
を出して、自分の車の動きを周囲に知らせましょう。
　　また、信号は、赤も黄色も「止まれ」です。安全に止まれるのに、無理に交差点等に進入するのは
とても危険です。交通渋滞の原因にもなります。信号の意味を正しく理解し、信号を守って通行しま
しょう。

５　同乗者も安全運転に協力を 
　　同乗者も、ドライバーが運転に集中できるように心がけましょう。ドライバーにむやみに話しかけ
たり、無理、無謀な運転をあおったりする言動はやめましょう。子どもの行動が運転を妨げないよう
気をつけましょう。

６　帰宅するまで気を緩めずに
　　夕暮れ時や夜間は、周囲の状況が見えにくい上、疲れか出てくる時間帯です。自宅に着くまで気を
緩めず、運転に集中し、前をよく見て、周囲の安全をよく確認しながら運転しましよう。ライトは早
めに点灯し、原則ハイビームで、状況に合わせてこまめに切り替えましよう。眠気や疲れを感じた
ら、すぐに休憩しましょう。



13

4. 3. 1
4. 3.10
4. 3.15
4. 3.24
4. 3.24
4. 3.25
4. 3.25

理事会
岡山県ＣＣＵＳ官民連絡協議会
全建　理事会（ＷＥＢ開催）
表彰審査委員会
正副会長会
第２回ＣＣＵＳ推進委員会（ＷＥＢ開催）
足立としゆき参議院議員「国政報告会」

協　会　日　誌

一般社団法人 岡山県建設業協会　　〒700-0827　岡山市北区平和町５番 10号
　TEL（086）225 - 4131　                           　　  URL : http://www.okakenkyo.jp

　FAX（086）225 - 5388　                           　　  E-mail : info@okakenkyo.jp

　　　　

発行

とれたて  おかやま  いただきます！ 地産地消
進めよう！

おかやま


